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埼

玉
県

障
害

の
あ

る
人

も
な

い
人

も
全

て
の

人
が

安
心

し
て

暮
ら

し
て

い
け

る
共

生
社

会

づ
く

り
条

例
 

目
次

 

 
前

文
 

第
一

章
 

総
則

（
第

一
条

―
第

六
条

）
 

 

第
二

章
 

共
生

社
会

を
推

進
す

る
た

め
の

施
策

（
第

七
条

―
第

十
五

条
）

 

第
三

章
 

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

を
解

消
す

る
た

め
の

施
策

（
第

十
六

条
―

第
二

十
四

条
）

 

第
四

章
 

雑
則

（
第

二
十

五
条

）
 

附
則

 

 
温

和
な

気
候

に
恵

ま
れ

、
穏

や
か

な
県

民
性

を
持

っ
た

私
た

ち
の

埼
玉

県
に

は
、

思
い

や
り

や

助
け

合
い

の
心

を
育

む
地

域
の

風
土

が
あ

る
。

 

 
平

成
二

十
六

年
に

我
が

国
が

批
准

し
た

障
害

者
の

権
利

に
関

す
る

条
約

は
、

全
て

の
人

権
及

び

基
本

的
自

由
が

普
遍

的
で

あ
り

、
不

可
分

の
も

の
で

あ
り

、
相

互
に

依
存

し
、

か
つ

、
相

互
に

関

連
を

有
す

る
こ

と
並

び
に

障
害

者
が

全
て

の
人

権
及

び
基

本
的

自
由

を
差

別
な

し
に

完
全

に
享

有

す
る

こ
と

を
保

障
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
な

ど
を

明
ら

か
に

し
て

い
る

。
 

し
か

し
な

が
ら

、
今

な
お

、
社

会
の

実
態

は
、

障
害

や
障

害
の

あ
る

人
に

関
す

る
理

解
が

深
ま

っ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

社
会

的
な

障
壁

が
残

り
、

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
に

は
至

っ

て
い

な
い

状
況

に
あ

る
。

 

 
も

と
よ

り
、

人
は

、
一

人
一

人
が

異
な

る
個

性
や

素
晴

ら
し

い
持

ち
味

を
持

っ
て

い
る

。
そ

し

て
、

誰
も

が
自

分
の

持
ち

味
を

生
か

す
こ

と
に

よ
っ

て
、

他
の

誰
か

を
笑

顔
に

し
、

明
る

い
社

会

を
築

く
こ

と
が

で
き

る
。

思
い

や
り

や
助

け
合

い
の

心
を

育
む

風
土

に
生

き
る

私
た

ち
一

人
一

人

の
持

ち
味

を
生

か
せ

る
社

会
を

つ
く

る
こ

と
が

、
明

日
の

埼
玉

県
の

原
動

力
に

な
る

。
 

 
障

害
の

あ
る

人
も

な
い

人
も

、
互

い
を

理
解

し
、

思
い

や
り

、
共

に
支

え
合

う
心

を
持

つ
こ

と

に
よ

り
、

誰
も

が
安

心
し

て
生

活
す

る
こ

と
が

で
き

、
ひ

い
て

は
、

誰
も

が
生

き
が

い
を

感
じ

ら

れ
る

埼
玉

県
が

つ
く

ら
れ

て
い

く
こ

と
を

私
た

ち
は

確
信

し
て

い
る

。
 

 
こ

こ
に

、
私

た
ち

は
、

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

を
解

消
し

、
障

害
の

あ
る

人
も

な
い

人
も

分

け
隔

て
ら

れ
る

こ
と

な
く

、
相

互
に

人
格

と
個

性
が

尊
重

さ
れ

る
共

生
社

会
を

推
進

す
る

こ
と

を

決
意

し
、

全
て

の
人

が
安

心
し

て
暮

ら
し

て
い

け
る

埼
玉

県
を

つ
く

る
た

め
、

こ
の

条
例

を
制

定

す
る

。
 第

一
章

 
総

則
 

（
目

的
）

 

第
一

条
 

こ
の

条
例

は
、

障
害

者
の

権
利

に
関

す
る

条
約

、
障

害
者

基
本

法
（

昭
和

四
十

五
年

法

律
第

八
十

四
号

）
及

び
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

二
十



五
年

法
律

第
六

十
五

号
。

以
下

「
法

」
と

い
う

。
）

の
趣

旨
を

踏
ま

え
、

共
生

社
会

の
推

進
に

関
し

、
基

本
理

念
を

定
め

、
並

び
に

県
、

県
民

、
地

域
活

動
団

体
及

び
事

業
者

の
責

務
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
施

策
の

基
本

と
な

る
事

項
を

定
め

る
こ

と
に

よ
り

、
共

生
社

会
の

実
現

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（
定

義
）

 

第
二

条
 

こ
の

条
例

に
お

い
て

「
障

害
者

」
と

は
、

身
体

障
害

、
知

的
障

害
、

精
神

障
害

（
発

達

障
害

及
び

高
次

脳
機

能
障

害
を

含
む

。
）

、
難

病
（

治
療

方
法

が
確

立
し

て
い

な
い

疾
病

そ
の

他
の

特
殊

の
疾

病
を

い
う

。
）

に
起

因
す

る
障

害
そ

の
他

の
心

身
の

機
能

の
障

害
（

以
下

「
障

害
」

と
総

称
す

る
。

）
が

あ
る

者
で

あ
っ

て
、

障
害

及
び

社
会

的
障

壁
に

よ
り

継
続

的
に

日
常

生
活

又
は

社
会

生
活

に
相

当
な

制
限

を
受

け
る

状
態

に
あ

る
も

の
を

い
う

。
 

２
 

こ
の

条
例

に
お

い
て

「
社

会
的

障
壁

」
と

は
、

障
害

が
あ

る
者

に
と

っ
て

日
常

生
活

又
は

社

会
生

活
を

営
む

上
で

障
壁

と
な

る
よ

う
な

社
会

に
お

け
る

事
物

、
制

度
、

慣
行

、
観

念
そ

の
他

一
切

の
も

の
を

い
う

。
 

（
基

本
理

念
）

 

第
三

条
 

共
生

社
会

（
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
を

解
消

し
、

障
害

者
と

障
害

者
で

な
い

者
と

が

分
け

隔
て

ら
れ

る
こ

と
な

く
、

相
互

に
人

格
と

個
性

を
尊

重
し

合
い

な
が

ら
、

地
域

の
中

で
共

に
手

を
取

り
合

っ
て

暮
ら

す
こ

と
の

で
き

る
社

会
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
の

推
進

は
、

全
て

の
障

害
者

が
、

障
害

者
で

な
い

者
と

等
し

く
、

性
別

や
年

齢
等

に
か

か
わ

ら
ず

、
基

本
的

人
権

を
享

有
す

る
個

人
と

し
て

そ
の

尊
厳

が
重
ん
ぜ

ら
れ

、
そ

の
尊
厳

に
ふ

さ
わ

し
い

生
活

を
保

障

さ
れ

る
権

利
を

有
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

つ
つ

、
次

に
掲
げ

る
事

項
を

基
本

と
し

て
行

わ
れ

な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
一

 
全

て
障

害
者

は
、

社
会

を
構

成
す

る
一
員

と
し

て
、

社
会

、
経
済

、
文
化

そ
の

他
の

あ
ら

ゆ
る

分
野

の
活

動
に
参
加

す
る

機
会

が
確

保
さ

れ
る

こ
と

。
 

 
二

 
全

て
障

害
者

は
、

可
能

な
限

り
、

ど
こ

で
誰

と
生

活
す

る
か

に
つ

い
て

の
選
択

の
機

会
が

確
保

さ
れ

、
地

域
社

会
に

お
い

て
他

の
人
々

と
共

生
す

る
こ

と
を
妨
げ

ら
れ

な
い

こ
と

。
 

 
三

 
全

て
障

害
者

は
、

可
能

な
限

り
、
言
語

（
手
話

を
含

む
。

）
そ

の
他

の
意

思
疎
通

の
た

め

の
手
段

に
つ

い
て

の
選
択

の
機

会
が

確
保

さ
れ

る
と

と
も

に
、
情
報

の
取
得

又
は

利
用

の
た

め
の

手
段

に
つ

い
て

の
選
択

の
機

会
の
拡
大

が
図

ら
れ

る
こ

と
。

 

 
四

 
何

人
に

も
、

社
会

的
障

壁
に
係

る
問
題

が
認
識

さ
れ

、
障

害
及

び
障

害
者

に
関

す
る

理
解

が
深

ま
る

こ
と

。
 

（
県

の
責

務
）

 

第
四

条
 

県
は

、
前

条
に

定
め

る
基

本
理

念
（

以
下

「
基

本
理

念
」

と
い

う
。

）
に

の
っ

と
り

、

障
害

及
び

障
害

者
並

び
に

共
生

社
会

に
関

す
る

理
解

を
広

め
、

共
生

社
会

の
推

進
に

関
し

て
必

要
な

施
策

を
講
ず

る
も

の
と

す
る

。
 



２
 

県
は

、
共

生
社

会
を

推
進

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
市
町
村

そ
の

他
関
係

機
関

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
市
町
村

等
」

と
い

う
。

）
と

連
携

す
る

と
と

も
に

、
当
該
市
町
村

等
に
対

し
、
情

報
の
提
供

、
助
言

そ
の

他
の

必
要

な
支
援

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

３
 

県
は

、
共

生
社

会
を

推
進

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
そ

の
講
ず

る
施

策
が

障
害

者
及

び
そ

の
家

族
そ

の
他

の
関
係

者
の

立
場

に
立

っ
た

も
の

と
な

る
よ

う
配
慮

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（
県

民
及

び
地

域
活

動
団

体
の

責
務

）
 

第
五

条
 

県
民

及
び

地
域

活
動

団
体

（
地

域
で

文
化

、
ス
ポ
ー
ツ

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の

活
動

に

取
り
組

む
団

体
を

い
う

。
第

七
条

に
お

い
て

同
じ

。
）

は
、

基
本

理
念

に
の

っ
と

り
、

障
害

及

び
障

害
者

並
び

に
共

生
社

会
に

関
す

る
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

共
生

社
会

の
推

進
に

寄
与

す
る

よ
う
努

め
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
事

業
者

の
責

務
）

 

第
六

条
 

事
業

者
（

法
第

二
条

第
七

号
に
規

定
す

る
事

業
者

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

は
、

基
本

理
念

に
の

っ
と

り
、

障
害

及
び

障
害

者
並

び
に

共
生

社
会

に
関

す
る

理
解

を
深

め
、

社
会

的
障

壁
の
除
去

の
実

施
に

つ
い

て
必

要
か

つ
合

理
的

な
配
慮

に
努

め
、

共
生

社
会

の
推

進
に

寄
与

す

る
よ

う
努

め
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
二

章
 

共
生

社
会

を
推

進
す

る
た

め
の

施
策

 

（
普

及
啓

発
）

 

第
七

条
 

県
は

、
県

民
、

地
域

活
動

団
体

及
び

事
業

者
が

障
害

及
び

障
害

者
並

び
に

共
生

社
会

に

関
す

る
理

解
を

深
め

る
よ

う
、

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
事

例
を
周

知
す

る
等

に
よ

り
普

及

啓
発

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

（
交
流

の
機

会
の
拡
大

及
び
充

実
）

 

第
八

条
 

県
は

、
障

害
者

と
障

害
者

で
な

い
者

と
の
交
流

の
機

会
の
拡
大

及
び
充

実
を
図

り
、

そ

の
相

互
理

解
を
促

進
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（
社

会
参
加

の
促

進
）

 

第
九

条
 

県
は

、
地

域
社

会
等

に
お

け
る

活
動

を
通

じ
た

障
害

者
の

社
会
参
加

の
促

進
の

た
め

、

必
要

な
施

策
を
講
ず

る
も

の
と

す
る

。
 

（
教

育
の

推
進

）
 
 

第
十

条
 

県
は

、
学
校

に
お

い
て

、
児
童

及
び

生
徒

が
障

害
及

び
障

害
者

並
び

に
共

生
社

会
に

関

す
る
正

し
い

知
識

を
持

つ
た

め
の
教

育
が

行
わ

れ
る

よ
う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

県
は

、
共

生
社

会
の

推
進

に
果

た
す
べ

き
教

育
の
役
割

の
重

要
性

に
鑑
み

、
障

害
者

が
障

害

者
で

な
い

者
と

共
に
学

び
、

必
要

な
教

育
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
教

育
の

支
援

体
制

の
整
備

及
び
充

実
に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

（
意

思
疎
通

の
手
段

の
確

保
）

 

第
十

一
条

 
県

は
、

障
害

者
が
円
滑

に
情
報

を
取
得

し
及

び
利
用

し
、

そ
の

意
思

を
表
示

し
、

並



び
に

他
人

と
の

意
思
疎
通

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

障
害

者
の

意
思
疎
通

を
仲
介

す
る

者

の
養

成
等

必
要

な
施

策
を
講
ず

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

県
は

、
災

害
そ

の
他
非

常
の

事
態

の
場

合
に

、
障

害
者

に
対

し
そ

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

、

必
要

な
情
報

が
迅
速

か
つ

的
確

に
伝

え
ら

れ
る

よ
う

必
要

な
施

策
を
講
ず

る
も

の
と

す
る

。
 

（
就
労

の
促

進
等

）
 

第
十

二
条

 
県

は
、
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
て

、
障

害
者

の
職

業
選
択

の
自

由
を

尊
重

し
つ

つ
、

障
害

者
が

そ
の

能
力

に
応

じ
て
適

切
な
職

業
に
従

事
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、

障
害

者
の
多
様

な
就
労

の
機

会
の
拡
大

に
必

要
な

施
策

を
講
ず

る
も

の
と

す
る

。
 

（
表
彰

）
 

第
十

三
条

 
県

は
、

共
生

社
会

の
推

進
に

特
に
功
績

が
あ

る
と
認

め
ら

れ
る

も
の

に
対

し
、
表
彰

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
職
員

の
育

成
等

）
 

第
十

四
条

 
県

は
、

障
害

者
に
対

し
て
適

切
な

支
援

を
行

う
た

め
、
医

療
、

保
健

、
福
祉

、
教

育

等
の

業
務

に
お

い
て

、
専
門

的
知
識

又
は
技

能
を

有
す

る
職
員

の
育

成
、
配
置

そ
の

他
必

要
な

措
置

を
講
ず

る
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

（
財
政

上
の
措
置

）
 

第
十

五
条

 
県

は
、

共
生

社
会

の
推

進
の

た
め

の
施

策
に

必
要

な
財
政

上
の
措
置

を
講
ず

る
よ

う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

第
三

章
 

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

を
解

消
す

る
た

め
の

施
策

 

（
差

別
の
禁
止

）
 

第
十

六
条

 
何

人
も

、
障

害
者

に
対

し
て

、
障

害
を

理
由

と
す

る
不

当
な

差
別

的
取
扱

い
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

障
害

者
の

権
利

利
益

を
侵

害
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

２
 

県
は

、
そ

の
事

務
又

は
事

業
を

行
う

に
当

た
り

、
障

害
者

か
ら

現
に

社
会

的
障

壁
の
除
去

を

必
要

と
し

て
い

る
旨

の
意

思
の
表

明
（

障
害

者
の

保
護

者
そ

の
他

の
関
係

者
が

本
人

を
補
佐

し

て
行

っ
た

も
の

を
含

む
。

次
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

が
あ

っ
た
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

実
施

に

伴
う
負
担

が
過

重
で

な
い

と
き

は
、
障

害
者

の
権

利
利
益

を
侵

害
す

る
こ

と
と

な
ら

な
い

よ
う

、

当
該

障
害

者
の

性
別

、
年

齢
及

び
障

害
の

状
態

に
応

じ
て

、
社

会
的

障
壁

の
除
去

の
実

施
に

つ

い
て

必
要

か
つ

合
理

的
な
配
慮

を
す

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

事
業

者
は

、
そ

の
事

業
を

行
う

に
当

た
り

、
障

害
者

か
ら

現
に

社
会

的
障

壁
の
除
去

を
必

要

と
し

て
い

る
旨

の
意

思
の
表

明
が

あ
っ

た
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

実
施

に
伴

う
負
担

が
過

重
で

な
い

と
き

は
、

障
害

者
の

権
利

利
益

を
侵

害
す

る
こ

と
と

な
ら

な
い

よ
う

、
当
該

障
害

者
の

性

別
、

年
齢

及
び

障
害

の
状

態
に
応

じ
て

、
社

会
的

障
壁

の
除
去

の
実

施
に

つ
い

て
必

要
か

つ
合

理
的

な
配
慮

を
す

る
よ

う
に
努

め
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
特

定
相
談

及
び
広

域
専
門

相
談
員

）
 



第
十

七
条

 
県

は
、
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
に

関
す

る
相
談
（

以
下
「

特
定

相
談

」
と

い
う

。
）

に
応

じ
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

県
は

、
特

定
相
談

に
関

し
、

次
に
掲
げ

る
業

務
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 
一

 
特

定
相
談

に
応

じ
、

必
要

な
助
言

及
び
情
報
提
供

を
行

う
こ

と
。

 

 
二

 
特

定
相
談

に
応

じ
、

関
係

者
間

の
必

要
な
調
整

を
行

う
こ

と
。

 

 
三

 
関
係

行
政

機
関
へ

の
通
告

、
通
報

そ
の

他
の
通

知
を

行
う

こ
と

。
 

３
 

県
は

、
前

項
各

号
に
掲
げ

る
業

務
に

つ
い

て
、
専
門

的
知
識

及
び
技

能
を

有
す

る
者

に
、

こ

れ
を

行
わ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

４
 

前
項

の
業

務
を

行
う

者
は

、
広

域
専
門

相
談
員

と
称

す
る

。
 

（
助
言

又
は

あ
っ

せ
ん

の
申

立
て

）
 

第
十

八
条

 
障

害
者

は
、

自
己

に
対

し
て

、
事

業
者

が
第

十
六

条
第

一
項

に
規

定
す

る
不

当
な

差

別
的

取
扱

い
を

し
た

事
案

又
は

同
条

第
三

項
に
規

定
す

る
必

要
か

つ
合

理
的

な
配
慮

を
し

な
か

っ
た

事
案

（
以

下
「
対
象

事
案

」
と

い
う

。
）

の
解

決
を
図

る
た

め
、

知
事

に
対

し
、

助
言

又

は
あ

っ
せ
ん

の
申

立
て

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 
対
象

事
案

に
係

る
障

害
者

の
保
護

者
そ

の
他

の
関
係

者
は

、
前

項
の
申

立
て

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

当
該
申

立
て

を
す

る
こ

と
が

当
該

障
害

者
の

意
に
反

す
る

こ
と

が
明

ら
か

で
あ

る
と
認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

３
 

前
二

項
の
申

立
て

は
、

前
条

に
規

定
す

る
特

定
相
談

を
経

た
後

で
な

け
れ
ば

、
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

４
 

第
一

項
及

び
第

二
項

の
規

定
は

、
障

害
者

の
雇
用

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
三

十
五

年
法

律
第
百

二
十

三
号

）
第

七
十

四
条

の
五

に
規

定
す

る
紛
争

に
つ

い
て

は
、
適
用

し
な

い
。

 

（
事

実
の
調
査

）
 

第
十
九

条
 

知
事

は
、

前
条

第
一

項
又

は
第

二
項

の
申

立
て

が
あ

っ
た

と
き

は
、

当
該
申

立
て

に

係
る

事
実

の
調
査

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

２
 

前
条

第
一

項
又

は
第

二
項

の
申

立
て

が
な

さ
れ

た
対
象

事
案

に
関
係

す
る

者
（

当
該
申

立
て

を
行

っ
た

者
を

含
む

。
以

下
「
対
象

事
案

関
係

者
」

と
い

う
。

）
は

、
正

当
な

理
由

が
あ

る
場

合
を
除

き
、

前
項

の
調
査

に
協

力
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
助
言

又
は

あ
っ

せ
ん

）
 

第
二

十
条

 
知

事
は

、
前

条
第

一
項

の
調
査

の
結
果

に
基

づ
き

、
助
言

又
は

あ
っ

せ
ん

を
行

う
も

の
と

す
る

。
た
だ

し
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

 
一

 
助
言

又
は

あ
っ

せ
ん

の
必

要
が

な
い

と
認

め
る

と
き

。
 

 
二

 
対
象

事
案

が
そ

の
性
質

上
助
言

又
は

あ
っ

せ
ん

を
す

る
の

に
適

当
で

な
い

と
認

め
る

と
き

。
 

２
 

知
事

は
、

前
項

の
助
言

又
は

あ
っ

せ
ん

の
た

め
に

必
要

が
あ

る
と
認

め
る

と
き

は
、
対
象

事

案
関
係

者
に
対

し
、

助
言

及
び

あ
っ

せ
ん

に
あ

っ
て

は
対
象

事
案

に
係

る
説

明
若

し
く

は
意
見



の
表

明
又

は
資
料

の
提
出

を
求

め
、

あ
っ

せ
ん

に
あ

っ
て

は
そ

の
あ

っ
せ
ん

案
を
作

成
し

、
こ

れ
を
提
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
勧
告

）
 

第
二

十
一

条
 

知
事

は
、
対
象

事
案

に
係

る
事

業
者

が
、
正

当
な

理
由

が
な

く
前

条
の

あ
っ

せ
ん

に
従

わ
な

い
場

合
（

前
条

第
二

項
の
規

定
に

よ
る
求

め
に
応

じ
な

い
場

合
を

含
む

。
）

に
お

い

て
、

必
要

が
あ

る
と
認

め
る

と
き

は
、

当
該

事
業

者
に
対

し
、

当
該

あ
っ

せ
ん

に
従

い
、

又
は

当
該
求

め
に
応

じ
る

よ
う
勧
告

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
公
表

）
 

第
二

十
二

条
 

知
事

は
、

第
十

六
条

第
一

項
に
規

定
す

る
不

当
な

差
別

的
取
扱

い
に
係

る
前

条
の

規
定

に
よ

る
勧
告

を
受

け
た

者
が

、
正

当
な

理
由

が
な

く
当
該
勧
告

に
従

わ
な

い
と

き
は

、
そ

の
旨

を
公
表

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
意
見

の
聴

取
）

 

第
二

十
三

条
 

知
事

は
、

前
条

の
規

定
に

よ
る
公
表

を
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
当
該
公
表

に
係

る
者

に
対

し
、
あ

ら
か

じ
め

、
そ

の
旨

を
通

知
し

、
そ

の
者

又
は

そ
の
代

理
人

の
出
席

を
求

め
、

意
見

を
述
べ

る
機

会
を

与
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
地

域
協

議
会

）
 

第
二

十
四

条
 

県
は

、
地

域
に

お
け

る
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
に

関
す

る
相
談

等
に

つ
い

て
情

報
を

共
有

し
、

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

を
解

消
す

る
た

め
の

取
組

を
効
果

的
か

つ
円
滑

に
行

う
た

め
、

法
第

十
七

条
に
規

定
す

る
障

害
者

差
別

解
消

支
援

地
域
協

議
会

を
組
織

す
る

も
の

と

す
る

。
 
 

 
 

 
第

四
章

 
雑

則
 

（
委
任

）
 

第
二

十
五

条
 

こ
の

条
例

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

こ
の

条
例

の
施

行
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、

規
則

で
定

め
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

条
例

は
、

平
成

二
十

八
年

四
月

一
日

か
ら

施
行

す
る

。
た
だ

し
、

第
十

八
条

か
ら

第
二

十
三

条
ま

で
の
規

定
は

、
同

年
七
月

一
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

県
は

、
社

会
状

況
の
変
化

等
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
こ

の
条

例
に

つ
い

て
見
直

し
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 
 



 
 

平
成

二
十

八
年

三
月

二
日
提
出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
 
玉

 
県

 
議

 
会

 
議

 
員

 
 

 
小
谷
野

 
 

五
 
雄

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
宮

 
崎

 
 
栄

治
郎

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
諸

 
井

 
 
真

 
英

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
小

 
島

 
 

信
 

昭
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
小

 
林

 
 
哲

 
也

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
石

 
井

 
 

平
 
夫

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
新

 
井

 
 

一
 
徳

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
鈴

 
木

 
 

 
 
弘

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
 
尾

 
 
髙

 
善

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
中
屋
敷

 
 
慎

 
一

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
山

 
下

 
 
勝

 
矢

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
須

 
賀

 
 
敬

 
史

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
星

 
野

 
 
光

 
弘

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
齊

 
藤

 
 
邦

 
明

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
伊

 
藤

 
 
雅

 
俊

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
中

 
野

 
 
英

 
幸

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
白

 
土

 
 
幸

 
仁

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
柿

 
沼

 
 
ト
ミ
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
岡

 
地

 
 

 
 
優

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
立

 
石

 
 
泰

 
広

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
板

 
橋

 
 
智

 
之

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
細

 
田

 
 
善

 
則

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
内

 
沼

 
 
博

 
史

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
飯

 
塚

 
 
俊

 
彦

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
宇
田
川

 
 
幸

 
夫

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
松

 
澤

 
 

 
 
正

 
 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

 
 
提

 
案

 
理

 
由

 

 
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
法

律
等

の
趣

旨
を

踏
ま

え
、

共
生

社
会

の

推
進

に
関

し
、

基
本

理
念

を
定

め
、

県
等

の
責

務
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
施

策
の

基
本

的

事
項

を
定

め
る

こ
と

に
よ

り
、

共
生

社
会

を
実

現
し

た
い

の
で

、
こ

の
案

を
提
出

す
る

も
の

で
あ

る
。

 


